
      

参考資料（本資料は 5月 18 日付発表内容の日本語訳です） -- 先進の取引・接続ソリューションをグロ

ーバルに提供するオルクソフトウェア社（Orc Software）は本日、株式会社東京工業品取引所

（TOCOM）の新取引プラットフォームにマーケットゲートウェイの提供を開始したことを発表しまし

た。 

東京工業品取引所（TOCOM）は日本最大の商品先物取引所であり、2008 年には日本における全商品先

物取引の 8 割のシェアを有しています。前身は 1951 年に設立された東京繊維商品取引所で、1984 年に

東京ゴム取引所と東京金取引所を統合して現在の東京工業品取引所となりました。オルク社の新ゲート

ウェイにより、会員企業やその顧客は 5 月 7 日に稼働した Nasdaq OMX 社新取引プラットフォームに接

続が可能となりました。 

 

オルクソフトウェア社(Orc Software)アジア・パシフィック社長、グレッグ・チャンバース(Greg 

Chambers)は次のように述べています。「弊社はアジア・パシフィック地域での事業拡大において日本

市場を大変重視しており、今回も新システムの導入に合わせて TOCOM へマーケットゲートウェイを提

供することとなりました。これにより日本国内はもとより、海外のお客様にも TOCOM に上場している

商品デリバティブを取引していただけるようになりました。また弊社を代表するソリューションである

Orc Trading と Orc Connect のアジア・パシフィック地域における守備範囲がさらに拡大し、世界各地の

主要な取引市場にソリューションを提供するという弊社の世界戦略が一歩前進することになります。」 

 

TOCOM の代表執行役社長である南學政明氏は「5 月 7 日に稼働を開始した新取引プラットフォームは、

当社が今後アジアの中核的デリバティブ取引所として確固たる地位を築いていくうえで重要な役割を担

っています」と述べており、「オルクソフトウェア社(Orc Software)のようなグローバルベンダーが当社

にゲートウェイ提供者として加わってくれることで、私どもの会員企業やその顧客が最先端の取引を活

用できるようになったことは、喜ばしいことです。オルク社が TOCOM へのアクセスを提供することは

オルク社が TOCOM 市場に対して持つ関心の高さと、クラス最高の電子取引技術を開発する技術力を明

確に表しています。」と述べています。 

 

Orc Connect は取引所会員、非会員のトレーダーや証券会社に高速かつ信頼性のある執行情報や相場情

報、リファレンスデータなど重要な情報に関する 100 以上の流動性プールを世界中に提供しております。 

 

オルクソフトウェア社(Orc Software)について 

オルクソフトウェア社（Orc Software）は、世界中の金融機関に高度な取引と低レイテンシー（遅延）

の接続を実現できる最高のソリューションを提供する世界のリーディングプロバイダーです。オルク社

の競争力の源は取引に関する深い専門知識にあり、それは最先端の取引を行うトレーダーに 20 年以上に

わたって高度なソリューションを提供するなかで培われてきたものです。 

 

Orc Trading と Orc Connect は強力な分析機能や他社の追随を許さないマーケットアクセス、パワフルな

取引自動化機能、高性能な先物・オプション取引機能、超低レイテンシー、リスク管理機能など、取引

や接続に関する最良の意思決定を行うために利用できるさまざまなツールを提供します。 

 

大手銀行をはじめ、取引・マーケットメイク業者や取引所、証券会社、機関投資家、ヘッジファンドな

どのお客様にご利用いただいております。オルク社はヨーロッパ・中東・アフリカ、北米・南米、アジ

ア・パシフィック地域の各拠点で営業を展開し、質の高いサポートサービスを提供しています。 



      

 

本件に関するお問合せ先 

オルクソフトウェア社アジア・パシフィック部門プレジデント Greg Chambers: 電話 +852 2167 1956 

(英語) 

オルクソフトウェア社アジア・パシフィック部門シニアマーケティングマネージャーAgnes Wong: 電話

+852 2167 1986(英語) 

東京工業品取引所について 

東京工業品取引所（東工取、英文名称 Tokyo Commodity Exchange、略称 TOCOM）は国内で最大、ま

た、アジアにおける中枢的商品先物取引所で、貴金属（金、銀、白金、パラジウム）、アルミニウム、

ゴム、石油（ガソリン、灯油、原油）の 4 市場を運営し、先物とオプション（金）を上場しています。

2008 年の出来高は約 4,100 万枚で、日本の商品先物市場では 80%のシェアを誇ります。東工取の前身は

1951 年に設立された東京繊維商品取引所で、東京ゴム取引所及び東京金取引所が 1984 年に統合して東

京工業品取引所が設立され、2008 年 12 月には会員組織から株式会社へ組織変更しました。 

www.tocom.or.jp/jp 

本件に関するお問合せ先 

東京工業品取引所 広報部 小山佳子: 電話 03 3661 7567 

 

 

http://www.tocom.or.jp/jp

